
 

 
 時下、保護者の皆様におかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。日頃より本校の教育

活動に対しまして、ご理解とご協力をいただき心より感謝申し上げます。 
 さて、今年度４月に６学年児童を対象に行われました「全国学力・学習状況調査」の結果の概要について、

文部科学省より報告がありましたので、保護者の皆様にお知らせいたします。 
        【国 語】 
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本校の概要 今回の調査における課題 改善の方向 

主として「活用」に 

関する問題（Ｂ） 

 

 

 

●相手や目的に応じ、自

分が伝えたいことにつ

いて、事例などを挙げ

ながら筋道を立てて話

すことができる。 

●自分の想像したことを

物語に表現するため

に、文章全体の構成の

効果を考えることがで

きる。 

●目的に応じて必要な情 

報を捉えることができ 

る。 

●学年別漢字配当表に示

されている漢字を文の

中で正しく使うことが

できる。 

 

 

●話し手の意図を捉えな

がら聞き、自分の意見

と比べるなどして考え

をまとめることができ

る。 

●他のものと比較して書

くことで、よさが伝わ

ることを捉えることが

できる。 

●伝記を読んで、心に残

ったことについて自分

の考えをまとめること

ができる。 

 

 

 

〇相手や目的、場面、状況に

応じて言葉を置き換えたり

内容や順序を考えて説明し

たりする指導の充実。 

 

〇読者に期待をもって読み勧

めてもらえるような展開に

するために、構成を工夫し

て書く指導の充実。 

 

○目的を明確にし、調べる内

容を具体的にしながら読む

指導の充実。 

○同じ音や同じ部位をもつ漢 

字との違いや文脈の中での 

使い分けに着目する指導の 

充実。 

 

 

○話し合い活動の場を多く経

験し、話し合い活動を振り

返る指導の充実。 

 

 

○構成を工夫したり、他のも

のと比較して適切な内容を

取り上げて詳しく書いたり

する指導の充実。 

○目的に応じて文章の内容を

的確に押さえ、自分の考え

を明確にしながら読む指導

の充実。 

全国学力・学習状況調査    平成３０年１１月１２日 

            ～本校の概要～    札幌市立藤野小学校 

【区分及び領域】 
 

 

 

〇「話すこと・聞くこと」の平均正

答率 

・全国平均を下回っている。 

 

〇「書くこと」の平均正答率 

・全国平均とほぼ同程度であるが、 

 やや下回っている。 

 

 

〇「読むこと」の平均正答率 

・全国平均に比べ、下回っている。 

 

〇「伝統的な言語文化と国語の特質

に関する事項」の平均正答率 

・全国平均に比べ、下回っている。 
 

 

 

 

〇「話すこと・聞くこと」の平均正

答率 

・全国平均に比べ、下回っている。 

 

〇「書くこと」の平均正答率 

・全国平均に比べ、下回っている。 

 

〇「読むこと」の平均正答率 

・全国平均に比べ、下回っている。 

 

主として「知識」に 

関する問題（Ａ） 

主として「活用」に 

関する問題（B） 
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本校の概要 今回の調査における課題 改善の方向 

【区分及び領域】 

 

 

 

〇「数と計算」の平均正答率 

・全国平均に比べ、下回っている。 

 

 

 

〇「量と測定」の平均正答率 

・全国平均に比べ、下回っている。 

 

 

 

〇「図形」の平均正答率 

・全国平均に比べ、下回っている。 

 

 

 

〇「数量関係」の平均正答率 

・全国平均に比べ、下回っている。 

 

 

 

 

 

 

〇「数と計算」の平均正答率 

・全国平均に比べ、下回っている。 

 

 

〇「量と測定」の平均正答率 

・全国平均に比べ、下回っている。 

 

 

 

 

〇「図形」の平均正答率 

・全国平均に比べ、ほぼ同程度で

ある。 

〇「数量関係」の平均正答率 

・全国平均に比べ、下回っている。 

 

主として「知識」に 

関する問題（Ａ） 

主として「活用」に 

関する問題（Ｂ） 

 

 

 

 

●１に当たる大きさを求

める問題場面における

数量の関係を理解し、

数直線上に表すことが

できる。 

●180°や360°を基に

分度器を用いて､180°

よりも大きい角の大き

さを求めることができ

る。 

●示された表現方法を基

に、空間の中にあるも

のの位置を表現するこ

とができる。 

 

●折れ線グラフから変化

の特徴を読み取ること

ができる。 

 

 

 

 

 

●示された情報を解釈

し、条件に合う時間を

求めることができる。 

 

●示された考え方を解釈

し、その結果を表に整

理することで条件に合

う時間を判断すること

ができる。 

 

 

 

 

●一つの事柄について表

した棒グラフと帯グラ

フから読み取ることが

できることを、適切に

判断することができ

る。 

 

 

 

 

〇問題場面を的確に捉え、数

量の関係を数直線に表すこ

とができるようにする指導

の充実。 

 

〇分度器を用いて180°より

も大きい角の大きさを測定

する指導の充実。 

 

 

〇空間の中にあるものの位置

を、ある点を基にして、

横、縦、高さの三つの要素

を用いて正しく表す指導の

充実。 

○一方の数量が増加するとき

の他方の数量の増減の様子

を視覚的に捉え、二つの変

化する数量の間にある関係

を明確にする指導の充実。 

 

 

 

○示された情報を解釈し、数

量の関係に着目して、筋道

を立てて考え、数理的に処

理する指導の充実。 

○日常生活の問題の解決のた 

 めに、情報を収集し、それ 

 らを表に整理して条件に合 

う事柄について適切に判断 

する指導の充実。 

 

 

 

 

○目的に応じてグラフを作り 

 複数のグラフを関連付けて 

 考察することができるよう 

 にする指導の充実。 

【算 数】 
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本校の概要 今回の調査における課題 改善の方向 

【区分及び領域】 

 

 

 

〇「物質」の平均正答率 

・全国平均とほぼ同程度である

が、やや下回っている。 

 

〇「生命」の平均正答率 

・全国平均と比べ、上回っている。 

 

 

 

〇「地球」の平均正答率 

・全国平均と比べ、下回っている。 

 

 

 

 

 

〇「物質」の平均正答率 

・全国平均と比べ、下回っている。 

 

 

 

〇「エネルギー」の平均正答率 

・全国平均に比べ、下回っている。 

 

 

 

〇「生命」の平均正答率 

・全国平均に比べ、下回っている。 

 

 

〇「地球」の平均正答率 

・全国平均に比べ、下回っている。 
 

 

 

 

 

●ろ過の適切な操作方法

を身に付けている。 

 

 

 

 

 

 

 

●堆積作用について、科

学的な言葉や概念を理

解している。 

 

 

 

 

●より妥当な考えをつく

りだすため、２つの異

なる方法の実験結果を

分析して考察できる。 

 

●電流の流れ方につい

て、予想が確かめられ

る場合に得られる結果

を見通して実験を構想

できる。 

●安全に留意し、生物を

愛護する態度をもって

野鳥のひなを観察する

方法を構想できる。 

●より妥当な考えをつく

りだすために、複数の

情報を関係付けながら

分析して考察できる。 

 

 

 

 

〇器具の操作の手順の理解や

器具を使用する目的や操作

の意味を捉える指導の充

実。 

 

 

 

 

 

〇実際の自然の事物・現象に

適用して場面を設定し、言

葉の意味を的確に捉えるこ

とができるようにする指導

の充実。 

 

 

○自分や他者の予想に基づい

た実験結果の見通しを行い 

 複数の実験結果などから多

面的に分析し､考察する指

導の充実。 

○自らの予想や仮説を基に実

験計画を立案し、実験を行

う前に実験結果を見通す指

導の充実。 

 

○生物に関わる実際の観察場 

面を保障し、安全への配慮 

や生物への影響について考 

える指導の充実。 

○複数の情報を収集して児童 

同士が共有し、それを関連 

づけたことの話し合いを重 

視した活動の充実。 

【理 科】 

主として「知識」に 

関する問題 

主として「活用」に 

関する問題 

改善の方向につきましては、毎日の学習での活動を工夫しながら理解を深め、学習内容が身に付いく

ような指導を継続してまいります。宿題および家庭学習など、ご家庭との連携も大切であると考えます

ので、保護者の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 


